
 
 

 

〔今月の主な内容〕 

・令和６年度剣淵町施政方針（要旨） 

・令和６年度新規・主要事業 

・令和６年度各会計予算額 

・地域おこし協力隊通信にこにこ ～vol.137～ 

・広報紙のデザイン・紙面レイアウトの一部変更について 
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（3/14 剣淵中学校卒業式） 

2024 年 

４ 月号 



               

早
坂
町
長
は
令
和
６
年
第
１
回
剣
淵

町
議
会
定
例
会
で
町
政
執
行
方
針
を
述

 

町
長
は
３
期
目
の
折
り
返
し
を
迎

町
民
皆
様
の
激
励
や
温
か
い
支
援
に
こ

町
政
の
よ
り
一
層
の
推
進

に
全
力
を
尽
く
す
決
意
を
表
明
し
ま
し

 

    

■
絵
本
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り 

剣
淵
町
の

絵
本
の
里

し
て
36
年
に
及
ぶ
ま
ち
づ
く
り
活
動
は

全
国
で
も
特
徴
あ
る
民
間
主
導
型
ま
ち

知
名
度
が
向
上
す
る
こ

産
業
分
野
で
も
脚
光
を
浴

経
済
効
果
や
町
の

に

結

 

 

絵
本
の
里
づ
く
り
か
ら
始

心
豊

活
力
と
思
い
や
り
と
感
謝
の
心
を

町
民
の
皆
様
と
と
も
に

あ
ふ
れ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
主
軸

開
拓
者
精
神

未
来

 

 ■
前
例
は
自
ら
が
創
る 

に
学

今
を
成

未
来
を

創

私
の
考
え
の
根
幹

は
自
ら
創

考
え

 

町
民
の
皆
様
お
一
人
お
ひ
と
り
が
自

主
自
立
の
観
点
を
持

役
割
分
担
を
考

広
域

連
携
の
あ
り
方
も
効
率
の
良
い
仕
組
み

へ
と
変

連
携

事
業
の
役
割
分
担
も
考
え
て
い
く
必
要

 

…

予
算
の
重
点
事
項…

 

   ■
基
幹
産
業
の
農
業
振
興 

本
町
の
農
業

国
の
農
業
政
策
に
大

き
く
影
響
を
受

そ
の
た
び
に
農
業
者
は
弛
ま
な
い
努
力

を
続

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
守

地
域
を
守
り
抜

町
と
し

て
も
地
域
の
農
業
を
守

農
業
者

の
皆
様
と
と
も
に
考

地
域
に
必
要
不

可
欠
な
農
業
の
振
興
を
図

 

 

         

■
関
係
団
体
等
と
の
連
携 

農
業
振
興
の
推
進

地
域

の
農
業
の
目
指
す
べ
き
方
向
と
基
本
施

策
を
ま
と
め
た

営
基
盤
強
化
の
促
進
に
関
す
る
町
基
本

構
想
に
基

業
者
と
協
力
し
て
進
め
ま
す

 

 ■
農
業
後
継
者
対
策 

農
業
の
担
い
手
対
策
は
最
重
要
課
題

農
業
担
い

新
規
就
農
者
に
対
す
る
奨
励
金
の
支
給

や
研
修
派
遣
な
ど
を
実
施

地
域

農
業
に
適
し
た
新
規
就
農
の
方
法
に
つ

地
域
農
業
者
の
皆
様
か
ら
ご
意
見

を
お
聞

思
い
を
一
つ
に
し
な
が
ら

を
進

併

農

地
や

の
購
入
の
た

め
の

な
ど
様
々
な

課
題
の
解
決
に
向
け
て
先
進
事
例
に
学

並
行
し
て
町
農
業
の
Ｐ
Ｒ
と
農
業
研

修
の
受
入

後
継
者
対
策
な
ど
を
取
り

組

 

畑
地
利
用
へ
の
円
滑
な
移
行
を
促

畑
作
物
の
需
要
に
応
じ
た
生
産
を
促
進

す
る
こ
と
を
目
的

畑
地
化
促
進

事

水
田
の
転
作
率
が
８
割
を
超

え
る
本
町

農
地
の
分
断
に
との

な
ど
の
生
産
基
盤
に
与

の
農
業
及
び
各
産
業
振
興 

令
和
６
年
度 

剣
淵
町
施
政
方
針
（
要
旨
） 

剣
淵
町
長 

早
坂 

純
夫 

 

町
施
政
方
針
及
び
教
育 

行
政
執
行
方
針
の
全
文 

は

町

 

に
掲
載
し
て
い
ま
す

 

▲早朝から収穫作業を行う農業者 



え
る

離
農
な
ど
に
よ
る
食

料
自
給
率
の
低
下
や
国
土
の
荒
廃
に
つ

な
が
る
大
き
な
問
題

Ｊ
Ａ

等
の
生
産
者
団
体
や

等
と
連
携

緩
和
措
置
や
改
悪
に
な
ら

な
い
制
度
の
要
望
を
行

 

 

農
業
を
活
用
し
た 

省
力
化
技
術
の
促
進 

農
業
者
の
高
齢
化
や

営
規
模
の
拡
大
な
ど
に
伴
う
農
業
生
産

性
や
農
業
経
営
の
向
上
を
図
る
手
段
と

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

農

業
の
取
組
を
普
及
促
進

補
助

制
度
の
拡
充
を
行

関
連
機
械
等
の
一

導
入
促
進
に
向
け
て
取
り
組

 

          

 

■
馬
鈴
薯
・
甜
菜
の
生
産
支
援 

基
幹
作
物
の
一
つ
で
あ
る
馬
鈴
薯
・
甜

菜

作
付
面
積
が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

町
内
に
合
理
化
澱
粉
工
場
が
あ
る
こ

と
か
ら
馬
鈴
薯

畑
作
付
け

の
馬
鈴
薯
の
う
ち
生
食
用
並
び
に
加
工

用

引
き
続
き
10
ａ
当
た
り

の
生
産
振
興
対
策
事
業
補

助
を
行

耕
作
面
積
の
維
持
・
拡
大
を

図

 

         ■
農
業
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上 

剣
淵
町
農
業
の
更
な
る
認
知
度
及
び

ブ
ラ
ン
ド
力
の

を
目
指
し
て
取
組
を
進

効
果
的
な
事
業
の
実
施
に
向
け
て
参
加

団
体
の
意
見
を
聞

内
容
の
見

直
し
を
図

 

 

■
酪
農
へ
の
支
援 

町
内
に
お
け
る
酪
農

牛
乳
生
産
の

耕
種
農
家
に
よ
る
飼
料
作
物

の
受
入
先

重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
こ
と
か
ら
受
精
卵
移
植
や
ヘ

事
業
を
支
援

 

 ■
暗
渠
工
事
へ
の
助
成 

農
地
排
水
機
能
向
上
対
策
事
業

農
産
物
の
安
定
生
産
と
農
業
生
産
性
の

向
上

農
地
の
暗
渠
工
事
を
自
ら

行
う
農
業
者
に
施
工
費
用
を
補
助
し
ま

 

 ■

エ
ゾ
シ
カ
・
ア
ラ
イ
グ
マ
・

対
策 

有
害
鳥
獣
対
策

エ
ゾ
シ
カ
に

猟
友
会
の
ご

ア
ラ
イ
グ
マ
に
つ
い
て
も
捕
獲
講
習
会

を
受
講
さ
れ
た
農
業
者
や
猟
友
会
に
よ

る
駆
除
が
成
果
を
上
げ
て
い
る
こ
と
か

引
き
続
き
連
携
を
図

 
ヒ
グ
マ

令
和
５
年
度
で

３
頭
の
捕
獲
実
績

注
意

喚
起
の
看
板
の
設
置
や
無
線
放
送
に
よ

る

に
ヒ
グ
マ
の

出
没
情
報
を
掲
載

注
意
警
戒
を
呼
び

か
け
て
農
作
物
の
被
害
防
止
と
地
域
の

安
全
を
確
保

 

 ■
町
有
林
整
備
・
森
林
環
境
税
の
活
用 

脱
炭
素
化
に
伴
う
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
の
観

点

林
木
の
生
育
の
促
進
及
び
健
全

化
を
図

適
切
な
間
伐
や
育
林
を

実
施

計
画
的
な
森
林
の

整
備
を
推
進
す
る
こ
と
が
重
要

補
助
事
業
を
活
用

町
有
林
の
整
備
を

実
施

 

森
林
環
境
税
が
令
和
６
年
度
か
ら
１
人

が
徴
収
さ
れ
る
こ
と

に
伴

財
源
と
し
て
交
付
さ
れ
る

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用

森
林
整

の

の
利
用
促
進
及

び
普
及
啓
発
活
動
を
行

 

 ■
商
工
業
振
興
・
労
働
者
対
策 

購
買
促
進
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事

小
売
商
業
購
買
力
流
出
防
止
対
策
事
業

ス
タ
ン
プ
事
業

な
ど

の
事
業
を
実
施

 

近
隣
市
町
と
の
連
携
に
よ
り
実
施
し

▲農業者に対する説明会の様子 

▲馬鈴薯を収穫している様子 



て
い
る

な
ど

を
継
続

町
民
に
対
す
る
消
費
生
活
情

報
の

を
は
じ
め
と

す
る
労
働
者
の
就
業
を
支
援

 

 ■
観
光
振
興 

観
光
推
進
事
業

近
隣
１
市
３
町

と
連
携
し
て
地
域
の
魅
力
の
発
信
や

経
済
効
果
を
波
及

観
光
の

振
興
を
図

併

剣
淵
町
観

光
協
会
事
業
の

ト
の
更
新
や
札
幌
市
な
ど
で
町
の
Ｐ
Ｒ

を
行

平
成
29
年
度
か
ら
実
施

の

を
引
き
続
き
実
施

観
光
客

や
交
流
人
口
等
の
増
加

 

 

        

 

    

■
桜
岡
温
泉
・
桜
岡
公
園
の
利
用
促
進 

桜
岡
温
泉
保
養
施
設
・
宿
泊
研
修
施
設

維
持
管
理
事
業
で
は
必
要
な
設
備
更
新

や

を
行

 

町
民
の
皆
様
が
温
泉
を
活
用
し

て
心
身
の

を
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的

町
民
保
養
サ

事
業
を
継
続
し
て
実
施

 
桜
岡
公
園
及
び

場

の
適
切
な
維
持
管
理
に
努

桜
岡
公
園

に
お
い
て
は
艇
庫
横
ト
イ
レ
の
洋
式
化

工
事
を
行

ワ
カ
サ
ギ
釣

り
の
た
め
の
孵
化
・
放
流
も
継
続

キ

場
に
お
い
て
は
ヒ
グ
マ
対
策
と

し
て
電
気
牧
柵
を
設
置

ゴ
ル
フ
場
湖
畔

利

用
者
の
減
少

令
和
６
年
度

に
お
い
て
は
利
用
を
休
止

 

 

■
道
の
駅
の
利
用
促
進 

道
の
駅
は
17
年
が
経
過
す
る
こ
と
か

消
耗
の
著
し
い
機
器
・
設
備
の
更
新

を
行

適
正
な
維
持
管
理
に
努

道
の
駅
は
地
域
防
災
計
画
の
指
定

緊
急
避
難
場
所

災
害
時

に
お
け
る
町
民
の
皆
様
や
道
路
利
用
者

の
避
難
支
援
を
確
実
に
実
施

道
の
駅

を
策

定

 

道
の
駅
と
高
速
道
路
を
つ
な
ぐ

キ
ン
グ
エ
リ
ア
構
想

実
施
設
計
に
向
け
て
協
議
を
ま
と
め
て

 

 ■
株
式
会
社

桜
岡
の
現
状 

第
３

で
あ
る
株
式
会
社
レ

桜
岡

業
務
内

容
の
見
直

徐
々
に
経
営
の
回

復
が
図
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

 温
泉
宿
泊
施
設
及
び
道
の
駅
は
剣
淵

観
光
の
拠
点

町
民
の
皆
様
の
保

養
や
地
域
の

へ
の

寄
与
等
か
ら
み
て
も
大
変
重
要
な
産
業

施
設

今
後

運
営
の
方
向

性
を
見
極
め
な
が
ら
維
持
し
て
ま
い
り

 

   

■
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

現
在
５

名
が
そ
れ
ぞ
れ
の

で
活
動
し
て

本
年
度

任
期
満
了
の
隊
員

が
３
名

人
で
も
多
く
の
隊
員
が

任
期
満
了
後
も
引
き
続
き
本
町
に
定
住

で
き
る
よ
う
尽
力

 

 ■
ふ
る
さ
と
納
税
の
活
性
化 

ふ
る
さ
と
納
税

主
力
で

あ
る
絵
本
の

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
が
返
礼
品
と
し
て
無
く

寄
附
金
額
が
減
少

引
き
続
き
返
礼
品
の
発
掘

や
広
告
の
充
実
な
ど
を
通

ダ
イ
レ

に
よ
る
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
の
募
集

寄
附
金
額
の
増

加
に
努

 

 

        

の
拡
充
と
イ
ン
フ
ラ
の
整
備 

▲サイクリングイベント「ぐるっ

とライド」の様子 

▲けんぶちふるさと納税パンフレット 



■
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り 

剣
淵
町
の
65
歳
以
上
人
口

令
和

５
年
末

に
対
す

る
高
齢
者
の
割
合

42

半
数
は
75
歳
以
上
の
後
期
高

齢
者

 

第
３
期
の
剣
淵
町
地
域
福
祉
計
画
・
地

域
福
祉
実
践
計
画
が

し
ま
す

住
ん
で
い
る
地
域

安
心

自
分
ら
し
く
生
活
で
き
る
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
を
目
指

関
が
一
体

相
互
理
解
し
連
携
を

深

 

 ■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

依

然
と
し
て
感
染
が
町
内
で
続
い
て
い
ま

令
和
５
年
度
ま
で
接
種
者
の
経
済
的

な
負
担

ワ
ク
チ
ン
接
種

令
和
６
年
度
か
ら
は
５
類
感
染
症
移
行

を
受
け
て
接
種
費
用
が
か
か
る
こ
と
が

見
込

現
状
で
は
接
種
費
用
に

関
す
る
情
報
が
未
確
定
で
あ
る
こ
と
か

詳
細
が
判
明
し

ワ
ク
チ
ン
接

種
に
関
す
る
費
用
助
成
等
を
検
討
し
ま

 

■
さ
ら
な
る
健
康
推
進 

健
康
推
進
事
業

国
保
被
保
険
者
の

特
定
健
診
受
診
率

令
和
４
年
度
は

68

５
％
と
全
道
５
位

高
受
診

率
を
維
持

今
後
も
健
診
結

果
に
基

高
血
圧
症
・
脂
質
異
常
症
・

糖
尿
病
等
の
生
活
習
慣
病
の
重
症
化
予

防
に
取
り
組

 

 ■
国
保
・
後
期
医
療
の
安
定
運
営 

国
民
健
康
保
険

資
格
の

の

の

さ
ら
に
は
保
健
事
業
と
し
て
の
特

定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
等
の
実
施

持
続
可
能
な
安
定
し
た
制
度
の
運
営
に

努

 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

北
海
道
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
と
連
携
を
図

健
全
な
事
業
の
運
営
に
努

高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防

の
一
体
的
な
実
施
に
係
る
支
援
を
行
い

 

 ■
こ
ど
も
家
庭

の
設
置 

国
は
令
和
５
年
４
月

家
庭

を
発
足

市
町
村
は
児
童
及
び
妊

産
婦
の
福
祉
に
関
す
る
包
括
的
な
支
援

を
行
う
こ
と
を
目
的

家
庭
セ

の
設
置
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

伴

こ
ど
も
関
係
業
務
の
見
直
し
を
行

住

民
課
の
児
童
福
祉
業
務
と
保
育
所
業
務

を
健
康
福
祉
課

児
童
福
祉
に

含
ま
れ
て
い
た
学
童
保
育
所
は
教
育
課

に
移
管

 

母
子
保
健
業
務
等
の
子
育
て
支
援
に

健
康
福
祉
課

家

庭

を
設
置

業
務
を

行

併

全
て
の
妊
産
婦
・
子
育

て
世
帯
・
子
ど
も
へ
一
体
的
に
相
談
支
援

を
行

家
庭

を
設

置

 

 ■
剣
淵
町
こ
ど
も
計
画
の
策
定 

ど
も
・
子
育
て

が
令
和
６
年
度
で
終
了
す
る
こ
と
に
伴

本
年
度
は
次
期
計
画

剣
淵

町
こ
ど
も

を
策
定

子
ど

も
を
取
り
巻
く
現
状
や
課
題
を
取
り
ま

関
係
組
織
や
子
ど
も
た
ち
と
の
意

見
交
換
な
ど
を
実
施

 

 ■
高
齢
者
の
見
守
り
強
化 

高
齢
者
が
行
方
不
明
と
な
る
事
例
が

発
生

本
人
や
ご

家
族
の
支
援
を
行

行
方
不

明
高
齢
者
の
早
期
発
見
シ
ス
テ
ム
で
あ

Ｓ
Ｏ
Ｓ

を
精
査

関
係
機
関
と
連
携

新
た

に
捜
索
機
器
等
の
導
入
を
支
援

 

 ■
介
護
人
材
の
確
保 

介
護
福
祉
施
設
に
お
け
る
慢
性
的
な

介
護
職
員
の
不
足
に
対
応

東

川
町
に
あ
る
外
国
人
介
護
福
祉
人
材
育

成
支
援
協
議
会
と
提
携

町
内
介
護

福
祉
施
設
へ
の
就
労

 

 ■
障
が
い
者
福
祉
対
策 

在
宅
生
活
を
し
て
い
る
障
が
い

に
対

相
談
支
援
事
業
所

社

会
福
祉
法
人
剣
渕
北
斗
会

西
原
の
里

地
域
生
活
支
援

を
活
用

相
談
支
援
に
当

 

成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
に
つ
い
て

士
別
地
域
成
年
後
見

を
中

心
に
判
断
能
力
の
低
下
が
あ
る
方
へ
の

権
利
擁
護
の
支
援
を
行

 

 ■
町
立
診
療
所
の
安
定
運
営 

町
立
診
療
所
の
医
療
体
制
に
つ
き
ま



平
成
28
年
４
月
に
着
任
し
た

稲
田
医
師
の
ご
尽
力
で
安
定
し
た
診
療

所
の
運
営

 

医
療
機
器

本
年
度
は
国

か
ら
要
請
の
あ
る
電
子
処
方
せ
ん
を
導

入

診
療
体
制
の
維
持
や
待
ち
時
間
の

短
縮
を
図

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
流

行
し
て
か
ら
４
年
が
過

依
然
と
し
て

そ
の
影
響

町
民
の
皆
様

が
安
心
し
て
受
診
で
き
る
体
制
を
維
持

 

 ■
ご
み
処
理
等
生
活
環
境
の
保
全 

廃
棄
物
の
抑
制
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推

進
を
図

町
民
や
事
業
者
の
主
体

的
・
自
主
的
な
取
組
と
連
携

の
減
量
化
を
進

 

生
ご
み
の
処
理

生
ご
み

袋
の
仕
入
れ
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
こ

月
か
ら
処
理
手
数
料
を
改
定

和
寒
町

と
共
同
運
営
し
て
い
る
生
ご
み
処
理
場

は
建
設
か
ら
21
年
が
経
過

施
設
や

設
備
の
老
朽
化

資
機
材
価
格
が
高
騰
し

て
い
る
状
況

存
続
運
営
や
処
理
方

法
な
ど
将
来
的
な
方
針

引
き

続
き
協
議
を
進

 

士
別
市
の
し
尿
処
理
施
設
で
行
う
し

尿
処
理

収
集
運
搬
に
お
け
る
人
件
費

や
車
両
燃
料
費
の
高
騰

尿
処

理
手
数
料
を
４
月
よ
り
改
定
を
さ
せ
て

 

墓
地
火
葬
場

斎
場

玄
関
の

の
張
替

を
行

 

 ■
道
路
・
橋
梁
等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備 

道
路
整
備
事
業

年
次
計
画
で
施

工
し
て
い
る
町
道
３
線
舗
装
改
修
工
事

を
本
年
度
は
400
ｍ
行

 

橋
梁
の
長
寿
命
化

線

橋
橋
梁
補
修
工
事
が
本
年
度
で
完
了
の

予
定

本
年
度

町
道
西
４
号
に

架
か
る
西
４
号
橋
の
橋
梁
補
修
設
計
の

業
務
委
託
を
行

 

道
路
維
持

土
木
調
査
に
お
い
て

要
望

舗
装

の
支
障
木
除
去

昨
年
の
大
雨
に
よ
る
法
面
崩
壊
を
踏
ま

防
災
・
減
災
対
策
と
し
た
排
水
機

能
回
復
の
た
め
の
側
溝
清
掃
や
路
肩
整

備

合
わ
せ
て
19
件
の
補
修
工
事

を
行
う
予
定

建
設
発
生
土

の
適
正
利
用
と
そ
の
処
理

建

設
発
生
土
の
搬
出
先
の
確
認
等
が
義
務

化
さ
れ
る
こ
と
に
伴

場
に
隣
接
す
る
町
有
地
を

と
し
て
整
備

公
共
工
事
に
お
け

る
残
土
等
を
搬
入

 

除
雪
対
策

大
型

の

更
新
を
行

除
排
雪
体
制
に
万
全

を
期

 

河
川
維
持
管
理

線
川
河
床
洗

掘
補
修
工
事
な
ど
３
件
の
維
持
工
事
を

行
う
予
定

 

          ■
公
営
住
宅
整
備 

令
和
６
年
度
事
業
で
行
う
こ
と
と
し

て
い
た
東
中
央
団
地
公
営
住
宅
建
設
工

事
・
中
央
団
地
個
別
改
善
工
事
・
西
町
南

団
地
内
部
改
修
工
事
・
西
原
団
地
解
体
工

事
の
４
事
業
は
北
海
道
の
前
倒
し
事
業

に
採
択
さ
れ
た
こ
と
に
伴

早
期
に
着

手

公
営
住

宅
の
維
持
管
理

屋
根
板
金
の
再

塗
装
及
び
屋
根
防
水
の
修
繕
を
実
施
い

 

      

   

■
簡
易
水
道
・
下
水
道
事
業
の 

長
寿
命
化
対
策
の
実
施 

簡
易
水
道
事
業

施
設
の

点
検
や
修
繕
を
適
切
に
行

予

防
保
全
に
努

本
年
度

薬
品

注
入
ポ
ン
プ
の
交
換
や
薬
品
攪
拌
機
の

シ
ス
テ
ム
無
停
電
電
源

装
置
の
更
新
等
を
実
施

 

下
水
道
事
業

年
次
計
画

で
行

剣
淵
浄
化

の

電
気
・
機
械
設
備
の
改
修
工
事
を
引
き
続

き
実
施

粉
砕
機
ベ
ル

▲昨年度実施した舗装工事の様子 

▲令和４年度建築の東中央団地 



ト
コ
ン
ベ
ア
の
修
繕
を
行

下
水

道
管
渠
点
検

引
き
続
き
上
流
流
域

を
実
施

昨
年
度
の
調
査
で
地
盤

沈
下
の
影
響
に
よ
る
下
水
道
管
路
の
破

損
が
発
見

緊
急
度
が
高
い
と
判
断

改
修
工
事
を
実
施

 

 ■
地
域
防
災
対
策
・
自
治
会
活
動
の
強
化 

地
域
防
災
対
策

能
登
半

島
地
震
の
災
害
発
生
を
教
訓

同
時

の
災
害
が
発
生
し
た
場
合
の
対

応
の
必
要
性
を
再
認
識

災
害
協
定
を

結
ぶ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
メ
リ
災
害
対
策
セ

本
電
信
電
話
株
式
会
社

令

和
６
年
３
月
に
は
佐
川
急
便
株
式
会
社

と
締
結

災
害
体
制
の
脆
弱
な
部
分
の

強
化
を
図

各
自
治
会
と

の
協
力
関
係
を
強
化

地
域
と
の
必
要

な
訓
練

自
治
会
・
関
係
課
が
連

携
し
な
が
ら
避
難
行
動
要
支
援
者
へ
の

個
別
避
難
計
画
を
作
成

 

自
治
会

各
自
治
会
へ
の

の

行
政
区
統
合
前
の
旧
行
政
区
管
理
で
あ

地
区
公
民
館
の
解
体
工
事
に
要
す

る
費
用
の
一
部
を
補
助

 

■
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
推
進 

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
一
つ
で

町
長
へ
の

町
民
の
ご
意
見
を
町
政
に
反
映
し
て
い

私
が
お
話
を
伺

ろ
ず

を
継
続

直
接
町
民
の

皆
様
の
心
配
ご
と
相
談
を
受
け
付
け
ま

 

 

■
防
犯
・
交
通
安
全
対
策
の
推
進 

防
犯
対
策

防
犯
協

会
が
主
体
と
な
り
警
察
と
連
携
し
た
防

犯

や
春
季
・
秋
季
・
歳
末
の

地
域
安
全
運
動
を
実
施

防
犯
活
動
の

啓
発
を
推
進

地
域
と
一

体
と
な
り
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
図

 

交
通
安
全
対
策

剣

淵
町
交
通
安
全
推
進
協
議
会
の
活
動
が

中
心
と
な
り
交
通
安
全
の
推
進
を
図

高
齢
者
や
子
ど
も
の
交
通
事

故
を
未
然
に
防

警
察
等
関
係
機

関
と
の
連
携

期
別
ご
と
に
交
通

事
故
防
止
運
動
を
展
開

 

   

■

の
推
進 

自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推
進
か
ら
本
町
の 

Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
の

と
の
併
用

に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想

交
付
金
事
業
を
活
用
す
る
町
公
式    

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

の

度
か
ら
開
始
す
る
自
治
体
情
報
シ
ス
テ

ム
の
標
準
化
・
共
通
化
を
進

 

         ■
公
共
交
通
の
維
持
・
確
保 

道
北
バ
ス
株
式
会
社
が
運
行
す
る
旭

川
名
寄
間
の
名
寄
線

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
た
こ
と

区
間
の
沿
線
自
治
体
に
よ

る
多
額
の
財
政
支
援
を
行

コ
ロ
ナ
禍
前
の
利
用
水
準

に
回
復
で
き
な
い
状
況
に
加

慢
性
的

な
乗
務
員
不
足

昨
年
10
月
か

ら
急
行
便
が
廃
止

北
海
道
が
主
体
で
国
の
地
域
公
共
交
通

利
便
増
進
実
施
計
画
に
基
づ
い
た
運
行

を
計
画

沿
線
各
自
治
体

で
地
域
公
共
交
通
維
持
の
考
え
方
に
相

違

調
整
が
難
航
し
時
間
を
要
し

て
お
り

最
善
を
尽
く
し
て
ま
い

 

町
有
バ
ス

関
係
法
令
の

遵
守
か
ら
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
町
有
バ

ス
を
使
用
し
た
送
迎
が
難

団

体
・

等
が
実
施
す
る
地
域
内
交

流
や

の
バ
ス
・

借
上
費
用
の
一
部
を
補
助
す

る
制
度
に
移
行

 

 ■
消
防
力
の
維
持
・
強
化 

消
防
装
備

団
員
の
防
火
衣
を

型
に
更
新

無
人
航
空
機

を
導
入

 

消
火
栓
の
更
新

計
画
的

に
実
施

消
防
水
利
施
設
の
整
備
を
進

 

火
災
対
応
や
救
急
体
制
等
に
つ
い
て

町
民
の
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
の
確

保
に
向

士
別
地
方
消
防
事
務
組
合
を

構
成
す
る
町
と
し
て
連
携
を
一
層
強
化

▲自治体ＤＸ推進に係る提言書を 

説明している様子 



 

   

■
教
育
関
係
機
関
と
の
連
携 

総
合
教
育
会
議

教
育
行
政
執
行

方
針
に
示
さ
れ
た
内
容
や
緊
急
に
対
策

を
要
す
る
諸
課
題
に
迅
速
に
対
応

教

育
委
員
会
と
と
も
に
学
校
や
社
会
で
の

教
育
活
動
が
望
ま
し
い
方
向
に
展
開
さ

積
極
的
に
教
育
行
政
の
充
実

に
努

 

 ■
安
心
・
安
全
な
学
校
施
設
の
整
備 

子
ど
も
た
ち
が
安
全
で
よ
り
良
い
教

育
環
境
の
中
で
学
び
育

学
校

施
設
整
備

中
学
校
の
高
圧
受
電

設
備
の
改
修
工
事
や
児
童
生
徒
が
使
用

す
る
教
育
振
興
備
品
の
整
備
を
進
め
ま

 児
童
生
徒
の
熱
中
症
対
策
と
し
て
国

の

基
金
を
活
用
し
て
小
・

中
・
高
等
学
校
及
び
高
等
学
校
寄
宿
舎
に

エ
ア
コ
ン
を
設
置

職
員
の
健
康
面
へ
の
配
慮
を
図

 

 

 

 

■
学
校
給
食
費
の
改
定 

学
校
給
食

食
材
費
等
の
高
騰
に

よ
り
学
校
給
食
の
運
営
が
大
変
厳
し
く

本
年
度
か
ら
給
食
費

の
改
定
を
実
施

 

 ■
さ
ぬ
き
市
児
童
交
流
の
実
施 

令
和
２
年
度
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
よ
り
休
止
し
て
い
ま
し

夏
季
休
業
期
間
に
本
町
で
の
受
入

れ
を
予
定

子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
経

験
や
文
化
の
交
流
に
よ
る
つ
な
が
り
を

深

 

          ■
剣
淵
高
等
学
校
の
充
実 

高
等
学
校
の
管
理
運
営

農
場
で

使
用
し
て
い
る
コ
ン
バ
イ
ン
の
更
新
を

行

 

生
徒
募
集

未
来
の
し
ん

ろ
系
列
を
設
置

進
学
の
強
化
を
図

令
和
６
年
度
の
出
願
状

況

し
い
状
況
が
続
い
て
い

引
き
続
き
剣
淵
高
等
学
校
の
知
名

度
向
上

道
北
・
道
央
を
中
心
に

広
く
中
学
校
訪
問
を
行

札
幌
や

旭
川
で
学
校
説
明
会
を
行
う
な
ど
生
徒

確
保
に
努

 

令
和
５
年
度
に
完
成
年
度
を
迎
え
た

未
来
の
し
ん
ろ
系
列
に
加

農
業
国
際

の
３
系
列
を
生
か

し
た
総
合
学
科
と
し
て
の
特
色
あ
る
カ

を
生

以
上

に
充
実
し
た
教
育
を
展
開

 

生
徒
用

端
末

昨
年
度

に
１
・
２
年
次
生
用
を
購
入

本
年
度
に
お
い
て
は
新
１
年
次
生
用
を

購
入

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
を
進
め
ま

 通
学
に
お
け
る
家
庭
負
担
の
軽
減
を

図
る
通
学
費
助
成

本
年
度
も
継
続
し

て
支
援
を
行

 

 

■
社
会
教
育
の
充
実 

社
会
教
育

地
域
の
自
主
的
な
活

動
を
支
援
・
促
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考

町
内
関
係
団
体
と
連
携
し
て

社
会
教
育
環
境
の
整
備
と
施
策
の
充
実

を
図

 

び
舎

在
学
年
制

度
か
ら
単
年
度
の
登
録
制
度
に
変
更
し

た
こ
と
に
よ
り
自
由
度
が
増

生
涯
学

習
の
位
置
づ
け
を
強

引
き
続
き
学
び

の
提
供
づ
く
り
を
推
進

 

 ■
学
童
保
育
所
の
利
用
負
担
軽
減 

学
童
保
育
所

組
織
機
構
と
業
務
の

見
直
し
に
伴

教
育
課
が
所
管
に
な
り

保
育
料

登
録
料
と

利
用
料
を
納
入
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

保
育
料
の
見
直
し
を
行

利
用
す
る
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
り

 

 ■
絵
本
の
里
づ
く
り
実
行
委
員
会 

20
周
年
事
業
へ
の
支
援 

絵
本
の
館
が
移
設
新
築

20
周
年

を
迎
え
る
節
目
の
年

絵
本
の
里
づ
く
り
実
行
委
員
会
が
大
賞

期
間
中
に
記
念
原
画
展
を
計
画
し
て
お

更
な
る
活
動
の
充
実
に
対
し
支
援
を

行

 

の
改
善
と
応
援
人
口 

▲平成 30 年度に行われたさぬき市児童

交流の様子 



■
社
会
体
育
施
設
の
整
備 

屋
内

の
施

設
管
理

照
明
器
具
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を

年
次
計
画
で
行

Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館

に
お
い
て
は

の
マ

を
複
数
年
で
購
入

利
用
者
の
安

全
に
努

本
年
度
か
ら
Ｂ

＆
Ｇ
艇
庫
の
舟
艇
器
材
の
利
用
に
つ
い

町
内
利
用
者
等
を
除
い
て
一
部
有

料
化
を
導
入

 

 

■
け
ん
ぶ
ち
応
援
人
口
の
増
加 

交
流

観
光
及
び
交
流
人
口
が
あ

近
年
は
関
係
人
口
へ
と
変
化

一
歩
進
ん
で
剣
淵
町
を
応
援

し
て
く
れ
る
方
々
と
の
交
流
を
増
や
し

 

関
係
人
口
に
加

剣
淵
町
を
応
援
し

て
く
れ
る
人

と
し
て
と

連
携
協
定

官

民
問
わ
ず
剣
淵
町
に
関
心
を
持
つ
方
々

が
賛
同
し
協
定
を
結

応
援

人
口
の
増
加
に
つ
な
が
る
と
期
待
し
ま

 

 

■
姉
妹
・
友
好
都
市
等
と
の
交
流
促
進 

マ
ツ
ダ
株
式

会
社
と
の
交
流
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
を
受

コ
ロ
ナ
禍
前

の
よ
う
な
交
流
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
で

団
の
受
入
れ
や

に
は
マ

ツ
ダ
株
式
会
社
耐
寒
試
験
場
開
放
イ
ベ

ン
ト

徐
々
に
回
復
の
兆
し
が
出
て

共
和
国
タ
ル
マ
市
及

び
パ
ル
カ
マ
ヨ
区
と
の
交
流
事
業
に
つ

交
流
の
あ
り
方
を
研
究

 

本
年

コ
ロ
ナ
禍
前
同
様
に
富
山
県

マ
ツ
ダ
株
式
会
社
と
の
交
流
を

計
画

昨
年
10
月
に
ま
ち
づ
く
り
連

携
協
力
を
締
結
し
た
愛
知
県
幸
田
町
と

の
新
た
な
交
流
を
進

香
川
県
さ
ぬ
き
市
と
の
間
で
災
害
時
の

相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
を
締
結

応

援
人
口
の
充
実
を
図

 

町
の
ま
ち
づ
く
り
に
協
働

町
外

の
企
業
の
方
々
を
誘
致
す
る
研
究
も
し

 

      

■
若
者
の
町
内
移
住
を
促
進 

移
住
・
定
住
対
策

担
当

窓
口
の

中
小
企
業

等
Ｕ
Ｉ
Ｊ

に
つ
い
て
も
継
続
し
て
実
施

引

き
続
き
首
都
圏
か
ら
の
移
住
を
推
進
す

や
少
子

化
対
策
と
併

結
婚
新
生
活
支
援
事

若
者
の
町
内
へ
の

移
住
定
住
支
援
を
進

老

朽
化
し
た
元
町
東
団
地
の
住
み
替
え
の

促
進
と
移
住
定
住
の
た
め
の
宅
地
化
に

つ
い
て
研
究
を
進

 

 

■
新
た
な
働
き
方
の
研
究 

コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化

仕
事
の

進
め
方
に
つ
い
て

と
言
わ
れ

る
在
宅
勤
務
の
形
態
が
進
み
つ
つ
あ

そ
れ
に
伴
い
新
た
な
働
き
方
が
現
れ
て

本
町

二
拠
点
居
住
の
最

適
な
位
置
や
環
境
に
あ
る
と
考
え
て
お

可
能
性
を
研
究

 

 

■
厳
し
い
財
政
状
況 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症

防
衛
費
及
び
少
子
化
対
策
へ
の

対
応
に
よ
る
国
の
財
政
出
動
が
重
な
る

地
方
交
付
税
等
へ
の
影
響
に
つ

な
が
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

財
政
運
営
は
厳
し
く
な
る
も
の
と

認
識

 

国
や
地
方
の
財
政

迫
す
る
中

本
町
が
末
永
く
維
持
で
き
る
よ
う
事

務
の
改
善
等
を
進

に
公
共
施
設
等
の
使
用
料
や
各
種
手
数

料
の

プ
な
ど
へ
の
運
営
・
活
動
等
に
係
る
補
助

金
の
見
直
し
を
行

町
民
の
皆
様
に
ご

負
担
を
強

理

解
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

 

非
常
に
厳
し
い
財
政
状

況
の
中

健
全
財
政
の

堅
持
を
基
本

住
民
福
祉
の
向
上

と
産
業
等
の
振
興
を
図

 

町
民
の
皆
様
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協

力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

 

▲愛知県幸田町を訪れた際の様子 



 
 

                             

                               

                              

                              

１．新時代の農業及び各産業振興 

①農業担い手対策推進事業 

②中山間地域等直接支払交付金事業 

③農業振興対策補助事業 

 ・スマート農業促進事業助成金 

（機械購入助成・ドローン免許費用助成） 

  予算額 3,000 千円→5,000 千円に増額 

 ・馬鈴しょ生産振興対策事業補助金 

（種子代 5,000 円／10a） 

 ・農地排水機能向上対策事業補助金 

（単価 175 円／m） 

 ・農業機械利用事業受託作業機械購入事業補

助金（融雪剤散布機更新） 

 ・コントラクター事業運営費補助金 

④けんぶち農業ブランド化推進事業（インター

ネットショップサイト運営、特産品認知度向

上・用途研究、旧高台パークゴルフ場跡地活

用研究事業） 

⑤多面的機能支払対策事業 

⑥環境保全型農業直接支援対策事業 

⑦国営施設応急対策事業負担金 

【てしおがわ剣和地区（剣和幹線用水路整備）】 

⑧水利施設管理強化事業 

⑨森林環境譲与税基金活用事業 

（豊かな森づくり支援事業補助金、林業担い

手確保支援助成金、森林経営管理制度調査 

調整業務、私有林人工林整備推進事業補助金、

私有林等整備事業補助金） 

⑩和寒・剣淵広域有害鳥獣焼却施設維持管理運営

等負担金 

⑪鳥獣対策事業 

⑫商工業振興対策事業 

・小売商業購入力流出防止対策事業補助金 

・町内購買促進スタンプ事業補助金 

・新商品開発・販路開拓支援事業補助金 

・新規就業（農・商工業）等奨励金支給事業補助金  

・購買促進プレミアム商品券事業補助金 

⑬１市３町着地型観光推進事業 

⑭観光パンフレット更新 

⑮サイクリング事業（ぐるっとライド）実行委員

会補助金 

⑯町民保養サービス事業（レークサイド桜岡施設

利用促進食事券含む 28,500 枚） 

⑰桜岡公園Ｂ＆Ｇ海洋センター艇庫横トイレ洋式

化工事 

⑱キャンプ場管理棟修繕工事 

⑲桜岡公園電牧柵設置 

⑳道の駅業務継続計画策定業務 

㉑地域おこし協力隊事業（継続５名） 

㉒ふるさと納税事務（ふるさと納税運営代行サー

ビス業務） 寄附金 20,000 千円を見込む  

 

２．福祉の拡充とインフラの整備 

①医療給付事業（子ども、重度・ひとり親家庭等） 

②成年後見支援センター事業（１市３町） 

③成年後見制度利用支援助成事業 

④基幹相談支援センター事業（西原の里地域生

活支援センター） 

⑤外国人介護福祉人材育成支援協議会負担金 

⑥徘徊高齢者捜索補助機器等助成 

⑦高齢者生活支援事業（配食サービス・除雪サー

ビス・除雪費支援事業助成金） 

⑧通院交通費助成 

（名寄・旭川 片道上限 5,000 円助成） 

⑨低所得者介護保険料軽減事業 

⑩理学療法士派遣事業（旭川市 森山病院） 

⑪高齢者等福祉寮（福寿寮）施設管理委託業務 

（生活支援、環境整備等） 

⑫剣淵町こども計画策定業務 

⑬養育医療費助成事業 

⑭君の椅子贈呈事業 

⑮地域子育て支援事業 

⑯子育て世代包括支援事業 

⑰不妊治療費助成 

⑱健康診査事業 

⑲産後ケア事業（助産院委託事業、健康診査事業、

交通費補助） 

⑳町立診療所電子処方せんシステム導入業務 

㉑地区公民館解体補助金 

㉒町公式ＬＩＮＥ拡張サービス導入 

㉓庁舎屋上防水改修工事 

 

 

 
 

令和６年度新規・主要事業 
（下線付きは新規事業等） 



                              

                              

                              

   
２．福祉の拡充とインフラの整備（続き） 

㉔西原地区農業研修館トイレ洋式化工事 

㉕地域交流・社会及び学習活動貸切バス等補助

金 

㉖乗合自動車（じんじん号）運行業務 

㉗地方公共団体情報システム標準化・共通化移

行システム導入業務 

㉘士別市し尿処理施設整備事業負担金 

㉙斎場玄関壁タイル修繕工事 

㉚斎場燃焼炉セラミック張替工事 

㉛可燃ごみ収集運搬・処理業務 

㉜農業振興センター玄関修繕工事 

㉝町有林整備事業 

（主伐、造林、間伐、保育間伐、下刈） 

㉞町道東２丁目側溝整備工事 

㉟公共ストックヤード整備工事 

㊱町道５号舗装（クラック）補修工事 

 

㊲橋梁長寿命化修繕事業（西４号橋橋梁補修設計

業務、１線橋橋梁補修工事） 

㊳町道３線（２工区）舗装改修工事 

㊴除雪対策補助事業（大通り振興会、私道除雪、排

雪支援） 

㊵３線川河床部洗掘補修工事 

㊶平波新団地屋上防水改修工事 

㊷東中央団地公営住宅建設工事 

㊸西岡浄水場薬品注入ポンプ取替工事 

㊹桜岡浄水場薬品攪拌機分解整備 

㊺水道警報システム無停電電源装置更新工事 

㊻剣淵浄化センター電気・機械設備改修工事 

㊼堆肥化施設バーク粉砕機ベルトコンベア修繕 

㊽下水道管渠改修工事実施設計業務 

㊾元町下水道管路改修工事 

㊿無人航空機（ドローン）導入 

 

 

３．教育環境の改善と応援人口増 

①各種検定受検料補助金（小・中学生） 

②外国語指導助手（ＡＬＴ）招致事業 

③さぬき市交流事業実行委員会運営費補助事業 

④ＧＩＧＡスクール推進に係る機器維持関連事業 

⑤小・中学校校務支援システム利用 

⑥小学校算数・社会科デジタル教科書利用 

⑦小学校児童・中学校生徒学習生活支援職員配置 

⑧小・中学校特別支援教育就学奨励費 

⑨小・中学校要保護・準要保護児童援助費 

（卒業アルバム費・年度前新入学児童学用

品費・オンライン学習通信料含む） 

⑩学校教育振興事業 

（小・中学校教材費保護者負担軽減） 

⑪高等学校校舎空調設備設置工事 

⑫高等学校実習農場コンバイン購入 

⑬高等学校生徒通学費補助金 

⑭高等学校教材 

⑮高等学校寄宿舎空調設備設置工事 

⑯絵本の里づくり実行委員会運営事業費補助金 

（絵本の館 20 周年事業実施） 

 

⑰生涯学習推進事業（学び舎ひらなみ） 

⑱地域学校協働活動推進事業 

⑲芸術鑑賞事業 

⑳放課後児童対策事業（学童保育所関係） 

㉑住宅新築・改修促進助成事業補助金 

（一部商品券支給） 

㉒中小企業等ＵＩＪターン者就業奨励金 

㉓まちづくり団体支援事業補助金 

㉔結婚新生活支援事業補助金 

㉕移住支援金（地方創生推進交付金事業）  

㉖姉妹・友好都市等、民間交流事業 

（射水市・さぬき市・幸田町・ペルー共和国・

マツダ株式会社） 

㉗北海道剣淵ペルー共和国友好親善協会補助金 

 

 

 

 

 

 

 

 



                              

                              

                              

                              

■一般会計歳入                                （単位：千円） 

区 分 
本年度 

予算額 

前年度 

予算額 
比 較 主 な 事 業 内 容 

町 税 264,047 260,086 3,961 町民税（個人）、町たばこ税の増 

地 方 譲 与 税 98,418 93,564 4,854 国の税制及び地方財政計画等に基づく 

利子割交付金 200 200 0 〃 

配当割交付金 600 600 0 〃 

株 式 等 譲 渡 

所得割交付金 
400 400 0 〃 

法人事業税交付金 3,000 2,000 1,000 〃 

地方消費税交付金 73,000 70,000 3,000 〃 

環境性能割交付金 7,000 6,000 1,000 〃 

地方特例交付金 1,000 800 200 〃 

地 方 交 付 税 2,210,000 2,170,000 40,000 
普通交付税 20 億 7,000 万円 

特別交付税 1 億 4,000 万円の計上 

交通安全対策 

特 別 交 付 金 
800 800 0 過去２か年間の交通事故（人身事故）発生件数等に基づく 

分 担 金 及 び 

負 担 金 
2,745 2,997 ▲252 高齢者生活支援事業利用者負担金、保育所保育料 

使 用 料 及 び 

手 数 料 
102,580 106,859 ▲4,279 

町営住宅使用料、特定公共賃貸住宅使用料、各種施設使用料、各

種証明手数料、一般ごみ・粗大ごみ処理手数料ほか 

国 庫 支 出 金 172,414 173,438 ▲1,024 

障害福祉サービス費など給付費負担金、児童手当交付金、所有

者不明土地等対策事業費補助金、デジタル田園都市国家構想交

付金、子ども・子育て支援交付金 ほか 

道 支 出 金 280,379 278,624 1,755 

障害福祉サービス費など給付費負担金、中山間地域等直接支払

交付金、環境保全型農業直接支援対策事業費補助金、多面的機

能支払対策交付金 ほか 

財 産 収 入 27,098 30,303 ▲3,205 
土地・建物など（教員住宅ほか）貸付収入、伐採事業等素材売払

代金、高等学校農場生産物等売払収入、基金利子 ほか 

寄 附 金 20,002 20,002 0 一般寄附金、ふるさと応援寄附金 

繰 入 金 244,362 215,486 28,876 
基金繰入金（財政調整基金、減債基金、ふるさと応援基金ほか）、

特別会計繰入金 

繰 越 金 20,000 20,000 0 前年度繰越金 

諸 収 入 102,255 85,241 17,014 中小企業特別融資預託金元利収入、学校給食費、雑入ほか 

町 債 282,700 174,600 108,100 
臨時財政対策債、士別市し尿処理施設整備事業債、国営造

成応急対策事業債 ほか 

歳 入 合 計 3,913,000 3,712,000 201,000  
 
 

■一般会計歳出                                （単位：千円） 

区 分 
本年度 

予算額 

前年度 

予算額 
比 較 主 な 事 業 内 容 

議 会 費 39,562 40,365 ▲803 
議員報酬、上川北部議長会道外研修旅費、ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ議会ｼ

ｽﾃﾑ使用料・ﾀﾌﾞﾚｯﾄ通信料、議会だより発行事業 

総 務 費 375,319 319,082 56,237 

人事・給与システム改修業務、職員研修実施業務（カスタ

マーハラスメント研修）、地区公民館解体補助金、ふるさ

と納税運営代行サービス業務、町公式ＬＩＮＥ拡張サー

ビス利用料、財務会計システム改修業務、所有者不明土地

活用業務、庁舎屋上防水改修工事、りんどう交流館裏倉庫

解体工事、剣淵町総合戦略策定支援業務 ほか 

民 生 費 573,410 568,283 5,127 

基幹相談支援センター事業、外国人介護福祉人材育成支援協議

会負担金、徘徊高齢者捜索補助機器等助成金、剣淵町こども計

画策定業務、児童手当システム制度改正対応改修業務 

 

令和６年度一般会計予算額 



 
■一般会計歳出（続き）                             （単位：千円） 

区 分 
本年度 

予算額 

前年度 

予算額 
比 較 主 な 事 業 内 容 

衛 生 費 410,163 389,485 20,678 

健康管理システム改修業務、不妊治療費助成金、士別市し尿処

理施設整備事業負担金、斎場燃焼炉セラミック張替工事、斎場

玄関壁タイル修繕工事、可燃ごみ処理業務（愛別町に運搬） 

農林水産業費 467,407 300,787 166,620 

農業振興センター玄関修繕工事、スマート農業促進事業助成金、

コントラクター事業運営費補助金、国営施設応急対策事業負担

金、食のふる里館ペーパーライザー入替工事、森林環境譲与税

基金活用事業（森林経営管理制度調査調整業務、私有林人工林

整備推進事業補助金、私有林等整備推進事業補助金、林業担い

手確保支援助成金）、豊かな森づくり推進事業補助金 ほか 

商 工 費 180,611 186,402 ▲5,791 

観光パンフレット印刷、桜岡温泉保養施設・宿泊研修施設

高圧ケーブル取替工事、桜岡公園電牧柵資材・設置手数料、

桜岡公園Ｂ＆Ｇ海洋センター艇庫横トイレ洋式化工事、キ

ャンプ場管理棟修繕工事、道の駅業務継続計画策定業務 

土 木 費 295,868 312,307 ▲16,439 

公共ストックヤード整備工事、町道小沢線法面保護工事、

町道５号舗装補修工事、町道刈分支線環境整備工事、西４

号橋橋梁補修設計業務、１線橋橋梁補修工事 ほか 

消 防 費 119,442 114,831 4,611 
士別消防署救急業務負担金、無人航空機（ドローン）購入、携帯

型デジタル簡易無線購入 

教 育 費 493,223 471,677 21,546 

教科書採択協議会負担金、全道へき地・複式教育研究大会支援

負担金、さぬき市交流事業実行委員会運営費補助金、小学校教

師用教科書、小学校算数・社会デジタル教科書使用料（教師用）、

中学校小荷物用昇降機工事、高校空調設備工事 ほか 

災 害 復 旧 費 5,884 3,768 2,116 農地及び農業用施設・公共土木施設災害復旧事業 

給 与 費 629,949 621,700 8,249 
特別職・一般職給与、退職手当組合負担金、共済組合負担

金など 

公 債 費 320,162 381,313 ▲61,151 長期債償還元金、長期債償還利子、一時借入金利子 

予 備 費 2,000 2,000 0  

歳 出 合 計 3,913,000 3,712,000 201,000  
 
■特別会計・公営企業会計予算額                        （単位：千円） 

会 計 名 
本年度 

予算額 

前年度 

予算額 
比 較 主 な 事 業 内 容 

国民健康保険 

事業特別会計 
585,200 585,300 ▲100 

運営主体：北海道 予防・健康づくり支援事業（40歳前健診や

高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施外） 

国民健康保険町立 

診療所特別会計 
108,200 105,400 2,800 外来患者１日平均25.7人、電子処方せんシステム導入業務 

後期高齢者医療 

特 別 会 計 
67,800 63,200 4,600 

運営主体：北海道後期高齢者医療広域連合、年間平均被保険者

数見込み 689人 

介護保険事業 

特 別 会 計 
470,800 436,300 34,500 

第1号被保険者数見込み 1,216人 保険料基準月額 

（R６～R８） 5,900円 → 6,000円、保険給付費 居宅介護サ

ービス 前年比+20.5％ 施設介護サービス 前年比+0.6％、介護

予防サービス 前年比△15.6％ 

特別会計合計 1,232,000 1,190,200 41,800  

 

簡易水道事業会計 136,035 114,617 21,418 
元町配水管接続工事、西岡浄水場薬品注入ポンプ取替工事、検

満量水器取替工事 

下水道事業会計 259,342 260,452 ▲1,110 
元町下水道管路改修工事、堆肥化施設バーク粉砕機ベルトコン

ベア修繕、剣淵浄化センター・電気・機械設備改修工事 

公営企業会計合計 395,377 375,069 20,308  

 

総 計 5,540,377 5,277,269 263,108 令和６年度各会計予算額合計 

 



   
 

 

  

 

          
 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

〈吉野隊員〉 

      地域おこし協力隊通信 

こんにちは。絵本クリエイターの本多です。 

北海道も春になってきましたね。今年は比較的暖冬だった気がするもの

の、３月は思っていたよりも雪が降る日が多くて驚きました。剣淵に来て

４年目の冬となり、スコップやら手袋やら色々とボロボロになってきたと

ころだったので、何とか乗りこえられて一安心。 

先月末に令和５年度の「地域おこし協力

隊の活動報告書」を作成し、今一度、現状

把握と今後の活動スケジュールを見直した

ところです。 

４月からは、新年度が始まったところな

ので、個人としては特に何が変わるわけで

もありませんが、ペースアップして日々精

進して行こうと思います！ 

 

  

[余市・巡礼の旅 第５話] 

ついにやって来たのだ。“日本のウイスキーの父”と呼ばれたマッサンこ

とニッカウヰスキー創業者・竹鶴政孝氏が最初に建設した余市蒸留所。 

今から 100 年前、スコットランドの大学に単身留学したマッサン。時代も 

時代で、どこの馬の骨だか分からない極東から来た若造に本場のウイスキー

造りのノウハウなんぞ簡単に教えてもらえるはずもない。大学でウイスキー

醸造学を学びながら、いくつかの蒸留所で実習生としてウイスキー造りを学

んでいく。 

地域おこし協力隊の活動をInstagram
イ ン ス タ グ ラ ム

ページで随時発信中！ 

ぜひ、フォローよろしくお願いします！ 

↓QR コードはこちら 

大麦の乾燥や釜の掃除など人の嫌がる作業も率先して行うことで、徐々に情熱が伝わっていった

ようだ。マッサンの生家が老舗の造り酒屋であることがきっかけで日本酒の造り方（特にこうじに

関して）を教えてもらったお礼にと、ウイスキーの「ブレンディング（年代の違った原酒を混ぜ合

わせてバランスを整える）」の技術を教えてもらえたそうだ。必死に書き記したマッサンの当時の

勉強ノートが今もなお余市蒸留所に展示されている。このウイスキー造りを学ぼうとする熱量には

凄まじいものがあり、強く心を打たれた。土産の売店で余市蒸留所でしか買うことの出来ないウイ

スキーを手に取り、ゼロからモノを生み出す情熱をひしひしと感じながら、余市を後にするのであ

った。 

【完】 

〈本多隊員〉 



 

 

 

すっかり色とりどりになった景色にも慣れはじめ、この辺りには池やダムがと 

てもたくさんあることが分かりました。そして、水辺にはたくさんの生物が集ま 

るのですね♪ 

さて、私もカフェノアールに勤務しはじめて半年が経ち、café の仕事にも少し 

慣れはじめたかなと、感じています。 

           春に始まったパスタメニューもご好評をいただき、現在は随時３種類のパスタ 

をご用意して皆さまに喜んでいただいています。暑い日も増えてきて、ノアール 

でもソフトクリームやパフェのご注文が増えて参りました。 

北海道の短く美しい夏、食を通しても楽しんでいただけるよう頑張っていま 

す。 
☏ ０１６５－２６－９５１８ 

 

 

地域おこし協力隊のInstagram
イ ン ス タ グ ラ ム

ページ https://www.instagram.com/ehontown_kembuchi/ 

                  

 
 
            ４月！！春ですね。除雪作業が減るので身体の痛みも消えるかな？ 

冬の間は、雪道の運転が苦手なので遠出もできなく、ひたすら家にこもり、自

己流のお菓子作りをして過ごしていました。「クッキーやパウンドケーキ、桜

餅、うぐいす餅等」時間のある時にチャレンジしていました。どうやら、無心に

なるのがいい感じのストレス発散になるようです。 

ちなみに桜餅は、私の手が大きいため通常よりひとまわり大きくなるのです。 

お得感満載です。 

花より団子？ですが、お花も大好きです。これからは暖かくなる季節になるの

で湖に咲く花を眺めながら楽しめるイベントを考えてみます。 

また、プライベートでは今年こそ絶対！キャンプへ行きたいです。何回いけるかな？まず、目指すは

「初山別村みさき台公園キャンプ場」です。ご挨拶が遅れましたが、皆さま、今年度も協力隊としてよろ

しくお願いします。 

 

 

           新しい試みとして、今年度から YouTube を利用したラジオ配信を行うことになり 

ました。題しまして「おしゃべり情報発信ビバアルパカタイム」です。 

内容については、アルパカ牧場社長の小澤と僕の二人が質問形式でこの町のイベ

ント情報や気になる話題について写真等を使いながら紹介するといった内容となっ

ています。 

まだ、実際に収録を行っていないのでどうなるか分かりませんが、グダグダでも 

どうか暖かい目で見守ってください。 

詳しい配信時期などは、決まり次第改めてご案内させていただきたいと思ってい

ます。順調にいけば、雪がとける前には配信がスタートするかと思います。 

このラジオを通して、少しでも多くの方に剣淵町の情報を 

お届けして、剣淵町に遊びに来ていただければと思います。 

〈中田隊員〉 

 

   

   

〈久保田隊員〉 

〈上家隊員〉 

少しずつ春を感じつつある昨今ですが、日常の中に小さな春を見つけています

か？ 

まだまだ観光気分の抜けない私なので、この冬も折を見つけては、関西人目線

で北海道の冬を楽しみました。 

層雲峡氷瀑まつり、アイスキャンドル、知床流氷クルーズ、スノーモービル、

アイスバブル、旭山動物園ペンギンのお散歩、ジュエリーアイス、然別湖コタン

氷上露天風呂、雪見露天風呂各所などなど極寒北海道の冬でしか観られないもの

に感動しました。その中でも一番美しいと思ったのは、朝の樹氷でした。 

空気の凍るような晴れた朝、目にする樹氷には命あるものの呼吸が感じられ、息を呑む美しさを感じま

した。北海道育ちの方には当たり前の景色の一部なのでしょうが、私には特別に感じます。 

美しい樹氷とも暫くお別れですが、温かい季節の美しさの中に新たな感動があることも私は知っていま

す（笑）。 

美しい春も楽しみます。 



                       

３月 11 日、応接室において、北星信用金庫から剣淵小学校

新入学児童に、ランドセルカバーが寄贈されました。 

このランドセルカバーは、児童が安全に登下校できるよう

にという思いから毎年寄贈いただいており、ドライバーから

も目立ちやすいデザインとなっています。 

いただいた、ランドセルカバーについては、小学校入学式

において、新入生児童に配布されます。 

大谷翔平選手から小学校へ 

グラブが寄贈されました 

北星信用金庫から新入学児童へ 

ランドセルカバーが寄贈されました 

米大リーグ、ロサンゼルス・ドジャースでプレーしている

大谷翔平選手が全国の小学校へ寄贈した野球グラブが剣淵

小学校にも届きました。 

 子どもたちへグラブをお披露目すると、大きな歓声が沸

き、とても喜んでいました。 

 寄贈されたグラブは、休み時間や体育の授業などで使用

されています。 

剣淵高校の農業国際系列、 

未来のしんろ系列が全国大会に出場しました 

２月22日、剣淵高校農業国際系列の食品加工部が「毎日新

聞地球みらい賞」で奨励賞、未来のしんろ系列の松浦依舞姫
い ぶ き

さんが「全国高校生体験活動顕彰制度地球探求プログラム」

で金賞を受賞し、その報告に応接室を訪れました。 

 早坂町長からは、「これからもたくさんチャレンジしてほ

しい。入賞おめでとうございます。」と激励の言葉が述べら

れました。 

 － Topics － 

剣淵高等学校の三浦学教諭が 

北海道教育実践表彰を受賞されました 

２月 29 日、応接室において、令和５年度北海道教育実践表

彰の贈呈が行われました。 

この表彰は、ＩＣＴを活用した教育活動に積極的に取り組

み、個別最適な学びの実現に向け、実践を行っていることに対

して贈られるものです。 

三浦教諭は「このような表彰をいただき、ありがとうござい

ます。これからもＩＣＴを教育活動に活用していき、より良い

学びの実現に向けて精進していきます。」と感謝と抱負の言葉

が述べられました。 



 

けんぶち絵本の里を創ろう会が 

ほっかいどう未来輝く子育て大賞を受賞 

 ３月 14日、けんぶち絵本の里を創ろう会（会長：下田秀樹

さん）が「令和５年度ほっかいどう未来輝く子育て大賞」を受

賞し、その報告に応接室に訪れました。 

 今回の受賞は、長きにわたり、町内外問わず親子連れや児童

生徒へ絵本文化に触れる場を提供してきたことに対しての受

賞です。 

 早坂町長からは、「36 年間取り組んできたことがこのように

受賞することは、とても嬉しいこと。これからもよろしくお願

いします。」と激励の言葉が述べられました。 

剣淵小学校・中学校・高校で卒業式を挙行。総勢 45 名が校舎を巣立つ 

 ３月１日の剣淵高校を皮切りに町内の小・中学校において、卒業証書授与式が挙行されました。今年は、小学校

が15名、中学校12名、高校18名の総勢45名が卒業しました。 

 新型コロナウイルス感染症が５類移行後の卒業式で、卒業生は在校生と最後のひとときを名残惜しそうにして

いました。 

 式を終えた卒業生は、希望を胸に思い出がたくさん詰まった校舎を後にしました。 

 － Topics － 

１年間の試験成果を農業者へ発表 
 ３月４日、町民センター大集会室において、農業振興推進

会議が農作物実証（試験）展示ほ成果発表及び営農技術講習

会を開催しました。 

 この講習会では、上川農業改良普及センター士別支所の職

員が剣淵で広がりつつある密播中苗の実態調査や、乾田直播

栽培技術を用いたＷＣＳ（ホールクロップサイレージ）用水

稲栽培調査や秋まき小麦の畦幅を改善し、病害の低減と収量

品質安定化を目指した調査結果を農業者に発表しました。 

 参加された農業者は、来年の営農に活かすために講演を熱

心に聞いていました。 

▼剣淵高校 ▼剣淵中学校 ▼剣淵小学校 
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野
焼
き
を
す
る
よ
う
な
場
合 

②
そ
の
他
著
し
く

が
出
る
作

業
等
を
す
る
場
合
等 

▼
火
入

注
意
事
項 

①
夜
間
の
火
入
れ
は
行

 

②
飛
び
火
の
警
戒
及
び

を
確
実
に
行

 

③
焼
却
中
は
消
火
器
等
消
火
の
準
備
を

現
場
を
離
れ
な
い
こ

 

④
付
近
の
住
民
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い

よ
う
に
行

 

⑤
一
度
に
多
量
の
焼
却

 

⑥
煙
な
ど
で
交
通
障
害
の
お
そ
れ
の
あ

る
場
合

措
置
を
講

 

⑦
気
象
の
変
化
に
は
充
分
に
注
意
し

危

険
と
思
わ
れ
る
と
き
は
速
や
か
に
中

止

 

▼
届
出
先 

消
防
署
剣
淵
支
署 

☏
34―

２
１
３
２ 

34―
 

※
消
防
署
へ
の
届
出

焼
却
等
の
行
為

を
許
可

 

※
届
出
様
式
は
消
防
署
剣
淵
支
署
に
お

越
し
い
た
だ
く
又
は
士
別
地
方
消
防

事
務
組
合
の

か
ら
ダ

 

 

http://shibetsu119.com 

       

消
防
関
係
各
種
講
習
会
及
び

 

 

▼
受
験
申
込
方
法 

 

一
般
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究
セ
ン

北
海
道
支
部
か
ら
願
書
を
取
り
寄

申
込
の
手
続
き
を
お
願

 

▼
試
験
日
程
等 

                  

※
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
に
つ
い
て

広
報
５
月
号
に
掲
載

 

◇
お
問
い
合
わ
せ
先 

一
般
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究

北
海
道
支
部 

☏
０
１
１―

２
０
５―

５
３
７
１ 

住
民
課
環
境
生
活

 

知

区 分 
令和６年 

５月31 日まで 

令和６年 

６月１日から 

10L 生ごみ袋 

※10 枚につき 
300 円 550 円 

20L 生ごみ袋 

※10 枚につき 
450 円 850 円 

処理場直接搬入 

（食堂・商店等） 

※10 キログラムにつき 
30 円 55 円 

処理場に直接搬入し破砕処

理して持ち帰るもの 

(農業系野菜残渣) 
20 円 廃止 

 

消
防

知

 

講習

場所 
試験日 

申込期間 

(電子・書面) 
試験の種類 

名寄市 ６月16日(日) 
４月23日(火) 

～４月30日(火) 
乙・丙種 

旭川市 ７月28日(日） 
６月17日(月) 

～６月24日(月) 
甲・乙・丙種 

名寄市 10月20日(日) 
９月６日(金) 

～９月13日(金) 
乙・丙種 

旭川市 
令和７年 

２月９日(日) 

12月９日(月) 

～12月16日(月) 
甲・乙・丙種 

 



 

 

   

 

 
 

               

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状

況
次
第
で
日
程
ま
た
は
会
場
を
変
更
す

る
場
合

 

◇
お
問
い
合
わ
せ
先 

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
名
寄
出
張
所 

☏
０
１
６
５
４―

２―

３
９
２
１ 

〒
０
９
６―

０
０
１
１ 

名
寄
市
西
１
条
南
９
丁
目
45 

  

   

が
間
違

と
き 

 
 

申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き

 

確
定
申
告
を
提
出
し
た
後

計
算
誤

申
告
内
容
に
誤
り
が
あ
る
こ
と

に
気
づ
い
た
場
合
は

申
告
内
容
を
訂
正

 

 

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

申
告
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
い

た
場
合

早
く
申
告
す
る

 
▼
税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
と
き 

 

税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
こ
と
や

純
損
失
等
の
金
額
を
少
な
く
申
告
し
て

い
た
こ
と
に
気
づ
い
た
と
き
は

更
生

の

を
提
出
し
て
正
し
い
税
額
や

純
損
失
等
の
金
額
へ
の
訂
正
を
求
め
る

 

 

請
求
内
容
が
正
当
と
認
め
ら
れ
た
場

合

納
め
す
ぎ
た
税
金
が
還
付
さ
れ
ま

 

※
税
の
種
類

法
定
申
告
期
限

が
設

詳

所

管
の
税
務
署
へ
ご
相
談

 

▼
税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た
と
き 

 

税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た
こ
と

に
気

を
提
出
し
て
正
し
い
税
額
に
修
正
す
る

必
要

修
正
申
告
書
は
税
務

署
長
か
ら
更
生
を
受
け
る
ま
で
は
提
出

可
能

早
く
申
告
し
て

 

 

新
た
に
納
め
る
税
額

修
正
申
告
書

を
提
出
す
る

延

滞
税
と
併
せ
て
納

 

 

修
正
申
告

新
た
に
納
付
す

税
額
を
納
め
る
と
き

法
定
納
期
限
の
翌
日
か
ら
納
付
す
る

日
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
延
滞
税
が
か

早
く
申

告
・
納
付

 

修
正
を
す
る
場
合

税
務
署

長
が
更
生
を
行
う
場
合

加
算
税
が
賦

課
さ
れ
る
場
合

 

▼
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き 

 

確
定
申
告
を
忘

き
る
だ
け
早
く
申
告
す
る
よ
う
に
し
て

申
告
の
必
要
が
あ
る
に
も
関

申
告

場
合

税
務
署
長
が
所
得
金
額
や
税
額
の
決
定

を
行
う
場
合

 

 

税
務
署
長
が
決
定
を
行
う
場
合

や
申
告
期
限
に
遅
れ
て
申
告
し
た
場
合

加
算
税
が
賦
課
さ
れ
る
場
合

法
定
納
期
限
の
翌
日
か
ら

納
付
日
ま
で
の
延
滞
税
を
併
せ
て
納
付

注
意

 

▼
手
続

 

 

確
定
申
告
書
や
修
正
申
告
書

の

請
求
書

国
税
庁

の
確

定
申
告
書
作
成

で
作
成
で
き

不
明
な
点
が
ご
ざ

国
税
庁
の

を
ご
覧

 

◇
お
問
い
合
わ
せ
先 

 

名
寄
税
務
署
総
務
課 

 

☏
０
１
６
５
４―

４―

１
０
０
９ 

       

西 

町 

山
下 

孝
子

94

 

元 

町 

古
川 

キ
ミ

96

 

   

☆ 

次
の
方
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
付

厚
く
お

礼
申
し
上

 

厚
志

感
謝

 

３
万
円 

西 

町 

山
下 

 

淳 

様 

５
万
円 

 

元 

町 

平
間 

義
美 

様 

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部 

か
ら
の
お
知
ら
せ

お
く
や
み 

感
謝
の
窓 

次
の
う
ご
き
は

２
月
16
日
か
ら
３
月
15

日
ま
で
に
届
け
出
の
あ

 

 
自衛官候補生(男子・女子) 

令和６年５月試験 

応募 

資格 

18 歳以上 33 歳未満 

（令和７年４月１日現在） 

受付 

期間 

受付中～令和６年４月 25 日(木)締切 

※５月以降の試験も随時受付けております。 

試験日 
令和６年５月１２日(日)・１３日(月) 

※いずれか１日を指定できます。 

会場 細部受付時にお知らせいたします。 

 

名
寄
税
務
署

知

 



             

◆
大
人
の

 

 

は

を
引
き

起
こ
す

が
体
の

中
に
繰
り
返
し
入

身
体
を

守
る
免
疫
細
胞
が
過
剰
に
反
応
す
る
よ

起

 

 

子
ど
も
の
頃
に
免
疫
が

反
応

物
質
で
も
大
人
に
な

小

免
疫

が
過
剰
に
反
応
し

を
引
き

起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す

 

◆
花
粉
症
と
食
物

 

大
人
の

と

が
約
半
数
を
占

こ

の
原
因
に
深
く
関

花

粉
症

 

 

花
粉
の
ア
レ
ル
ゲ
ン
と
果
物
や
野
菜

の
ア
レ
ル
ゲ
ン
は
非
常
に
似
て
い
る
こ

例

４
月
頃
か

ら

を
迎
え
る

ノ
キ
な
ど
の
カ
バ
ノ
キ
科
の
植
物
の
花

粉
は

リ
ン
ゴ
や

な
ど
の
バ
ラ
科
の
果
物
と
ア
レ
ル
ゲ
ン

が
似

 

初
夏
に
増
え
る
イ
ネ
科
や
秋

ご
ろ

を
迎
え
る
キ
ク
科
の
植
物

の
花
粉

ス
イ
カ
や

ナ
な
ど
の
食
品
と
ア
レ
ル
ゲ
ン
が
似
て

い
 

も
し
花
粉
症
が
あ
る

こ
れ
ら

の
食
品
を
食

体
へ
花
粉
が
入

勘
違
い
を
し
て
ア
レ
ル
ギ

を
起
こ
し
て
し
ま
う
の
で
す

 

◆

 

大
人
の

の
症
状
は
多
く

の

の
一
部

腫

起

症
状
が
出
て
か
ら

で
治

場
合

と
い
う
深
刻
な
状
態
に
な
る
こ
と
も
あ

 

全
身
に

短
時
間
で

の
症
状
が
出
る

状
態

の
中

血
圧
の
低
下
が
あ
る
場
合
や
呼

び
か
け
に
反
応
し
な
い
く
ら
い
意
識
が

場
合
を

と
呼

 

は
ワ
ク
チ
ン
の

副
反
応
や
ス
ズ
メ
バ
チ
の
針
の
毒
な
ど

様
々
な
原
因
で
発
症
し
ま
す

ア
レ
ル
ゲ
ン
を
持
つ
食
品
を
食
べ
る
だ

け
で
は
起

反
応

食
後
に
運
動
を
し
た
こ
と
に

急
激
に
起
こ
り

を
発
症

 

 

普
段
は
無
症
状
や
症
状
の
軽
い
ア
レ

で
も
些
細

ア
ナ

を
発
症
す
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
を
覚
え
て
お
く
こ
と
が
重
要

 

が
起

そ
れ
ぞ
れ
の
症
状
が
ひ
ど
く
な
い
場
合

症
状
に
合
わ
せ
た
薬
を
飲
み
様
子

息
苦
し
さ
を
感

じ
る
ほ
ど
の
息
切
れ
や
下
痢
や
嘔
吐
を

繰
り
返
す

と
思
わ
れ
る
症
状
が
あ
る
場

合
は
命
の
危
険

救
急
車
を
呼

 

◆

症
状
の
予
防
法 

の
症
状
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
に
す
る
基
本
的
な
予
防
法

ア

レ
ル
ゲ
ン
と
な
る
物
質
を
避
け
る
こ
と

 
食
品
な
ど
完
全
に
避
け
る

こ
と
が
難
し
い
場
合

の
場
合

体
調
の
悪
い
日
を
避
け
る

こ
と

毎
日
摂
取
す
る
こ
と
を
避
け
る

な
ど
の
方
法
を
取

 

花
粉
症
に
関
連
す
る
食
物
ア

花
粉
が
多
く
飛
ぶ
時
期

を
避
け
る
こ
と
で
改
善
す
る
場
合
も
あ

症
状
が
重
た
い
場
合
は
薬
で

症
状
を
抑
え
る
こ
と
も

 

い
ず
れ
の
方
法
も
ま
ず
は
自
分
が
ど

の
よ
う
な

を
持

ど
の
よ
う
な
症
状
が
出
る
可
能
性
が
あ

る
の
か
を
把
握
し
た
う
え
で
行
う
こ
と

が
重
要

と
思
わ
れ

る
症
状
が
出

ま
ず
皮
膚
科

や

科
の
あ
る
病
院
で
自
分

の

に
つ
い
て
知
る
よ
う
に

 

 
 

 
 

 
 

 

       

健
康
福
祉
課 

保
健

 

保健師・栄養士からの 

へるす 
さぽーと 

 
№168 



      

◆
任
意
加
入
制
度
に
つ
い
て 

 

や
む
を
得
な
い
事
情

国
民

年
金
保
険
料
を
納

期

間
や
国
民
年
金
に
加
入

た
期
間

期
間
に
応
じ

て
年
金
額
が
少

 

 

国
民
年
金

申
出

60
歳
以
上
65

の
５

480
月

国
民

年
金
保
険
料
を
納

65
歳

か
ら
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
を
増
や

任
意
加
入
制
度

 

 

申
出
し
た
月
か
ら
の
加
入

遡

加
入
す
る
こ
と
は
で

60
歳
の
誕
生
日
の
前
日

か
ら
任
意
加
入
の
手
続
が
で

 

●
任
意
加
入
で
き
る
条
件 

 

次
の
項
目
全
て
の
条
件
を
満
た
す
場

合
に
限

任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
ご
確
認

 

①
日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
60
歳 

以
上
65
歳
未
満
の
方 

②
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
支
給
を
受 

け
て
い
な
い
方 

③
20
歳
以
上
60
歳
未
満
ま
で
の
保
険

料
の
納
付
月
数
が
480

40

満
の
方
※ 

に
加

入
し
て
い
な
い
方 

※
国
民
年
金
保
険
料
の
未
納
や
産
前
産

後
を
除
く

の
期
間

納
付
月
数
が
480
月

40

に
満
た
な
い
場
合 

 

方
に
加

次
の

方
も
加
入

 
・
年
金
の
受
給
資
格
期
間
を
満
た
し
て

い
な
い
65
歳
以
上
70
歳
未
満
の
方 

・
外
国
に
居
住
す
る
日
本
人

20
歳

以
上
65
歳
未
満
の
方 

 

・
納
付
月
数
が
多

65
歳

か
ら
受
け
取
れ
る
老
齢
基
礎
年
金
が

多

 

・
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た

入
期
間
中
に
事
故
や
病
気
で
障
が
い

が
残

障
害
基
礎
年
金

一
家
の
働
き
手
が
亡

 
 
 

と
き
に
は
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
取

 

・
納
め
た
保
険
料

社
会
保
険
料
控

除
の
対
象

 

 

●
加
入
手
続
の
留
意
点 

原
則

任
意
加
入
に
係
る
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
方
法

口
座

振
替

任
意
加
入
の
手
続

と
併
せ
て
忘
れ
ず
に
申
出

 60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
が
農
業

者
年
金
に
加
入
を
希
望
す
る
場
合

国
民
年
金
に
任
意
加
入
す
る
必
要
が
あ

 

※
任
意
加
入
の
令
和
６
年
度
の
国
民
年

金
保
険
料毎

年
度
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
す

の
で
ご
注
意

 

 

手
続
の
窓
口

役
場
住
民
課
又
は

旭
川
年
金
事
務
所

 

任
意
加
入
し
た
場
合
と
し
な

場
合
の
詳
し
い
金
額

旭
川

年
金
事
務
所
に
確
認

 

●
手
続
に
必
要
な
も
の 

・
年
金
手
帳
等
の
基
礎
年
金
番
号
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類 

・
預
貯
金
通
帳
及
び
金
融
機
関
へ
の
届

出
印 

◆
年
金
相
談
・
手
続
の
際

ご
予
約
を 

全
国
各
地
の
年
金
事
務
所

年

金
相
談
や
年
金
請
求
手
続

事
前
予
約
が
可
能

 

待
ち
時
間
の
少
な
い
予
約
相
談
を
ぜ

ひ
ご
利
用

 

①
予
約
相
談
希
望
日
の
１

月
前
か
ら

前
日
ま
で
受
付

 

②
お
申
込
み
の
際

基
礎
年
金
番
号

基
礎
年
金
番
号
通

知
書
や

を
ご
用
意

 

予
約
方
法

全
国
共
通
の
予
約

―

05―

は
旭
川
年
金
事
務
所

に
電
話
・
来
訪
時
に
お
申
込
み
く
だ

 

◇
お
問
い
合
わ
せ
先 

住
民
課
戸
籍
年
金
医
療
グ

 

☏
０
１
６
５―

26―

９
０
２
６ 

日
本
年
金
機
構 

旭
川
年
金
事
務
所 

☏
０
１
６
６―

72―

５
０
０
２ 
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発行 剣淵町絵本の館 

お問い合わせ 

⇒電話 0165-34-2624 

公式 HP http://ehon-yakata.com 

新刊絵本紹介 

『そそそそ』 

作 たなかひかる （ポプラ社） 

たくさん子どもをおんぶし

て木につかまっているコアラ

さん。やっぱり重いのか「ぐに

ゃり」とバランスを崩してしま

ったそのとき！コアラたちの

足が「にゅ――ん」とのびて、

「そそそそ」と歩きだし…！？ 

思いもよらない展開と愉快

な擬音が楽しい、みんなを笑顔

にしてくれる絵本です。 

絵本の館 催し物のご案内 

 

 

  
 ３月は、卒業式シーズンだね。小学校、中学校、高校それぞれで卒業式が行われたよ。みんな希望を持っ

て卒業していくけど、新しい生活や環境に不安もたくさんあるよね・・・。 

 不安な時は、楽しかったことを思い出してね！きっといいことがあるはず！未来に向けて、ファイト！ 
©剣淵町 

３月１日 剣淵高校 

３月 19 日 剣淵小学校 

３月 14 日 剣淵中学校 

〇剣淵町文化財絵本原画展を 
4/21（日）まで開催中！（令和５年度指定作品） 

〇(一社)家の光協会主催 世界子ども図画 
 コンテスト入選作品展 4/27(土)～5/26(日) 

〇西原の里作品展 4/27(土)～5/6(月) 
※4/27(土)・28（日）は館エントランスで販売会あり 

【ゴールデンウィーク特別イベント】 
〇4/29(祝)11：00 14:00 絵本の館✿春まつり 
〇5/3（祝）10：30 14：00 DVD 上映会 
〇5/4（祝）10：30 14：00 木の工作教室 
詳しくは絵本の館公式ＨＰをご覧ください→ 

 



 

 

 

 
 

 広報けんぶちを町民のみなさんにとってより親しみのある広報媒体とするため、令和６年４月号から表紙デ

ザインと紙面レイアウトの一部を変更しました。主な変更点は、次のとおりです。 

変更点 ①  

変更点 ②  

毎月発行している「町の情報（毎月の行事・イベント情報）」の

戸別配布を取りやめ、広報紙の裏表紙に掲載します。 

変更点 ③  

裏表紙に姉妹都市・友好都市・まちづくり連携協定を締結してい

る富山県射水市や香川県さぬき市、愛知県幸田町のＱＲコードを掲

載しました。 

町民のみなさんにそれぞれの市や町と剣淵町の結び付きの認識をより深めていただ

き、あわせて、まちづくりの様子などを紹介したく掲載しています。 

ぜひ、ＱＲコードを読み取っていただき、ご覧ください。 

■この記事に関するお問い合わせ先 総務課企画財務広報グループ ☏26-9021（直通） 

広報紙に使用する字体をユニバーサルデザインフォント 

（ＵＤフォント）へ変更しました。 

人権擁護委員としてご活躍しておりました山口茂樹さん、鴻野瑞節さんに代わり、新たな人権擁護委員に古屋

秀樹さん、天野町子さんが令和６年４月１日付けで、法務大臣から委嘱されました。 

 人権擁護委員とは、地域の中で人権の思想を広め、人権侵害が起きないように見守りや人権に関する皆さんの

相談に応じています。相談は無料です。お気軽にご相談ください。 

裏表紙に掲載していた「お誕生・おくやみ・感謝の窓」などは、 

広報紙内のお知らせページへ掲載場所を変更します。 

変更点 ⑤  

変更点 ④  

 表紙の一部に英語標記を追加しました。 
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◇小学校読み聞かせ 

 推進委員：おはなし会芽ぶっくメンバー 

小柳美和氏、平本みどり氏 

■お問い合せ先  教育委員会教育課学校教育係 ☏26-9025（直通） 

所得税などの申告は、 

e-Tax をご利用ください 
 

 

 

剣淵町学校運営協議会だより 

協議会が持つ主な３つの機能 

学校運営協議会とは 

学校運営協議会とは、学校が抱えている課題を解決できるように議論をおこな

い、地域や保護者とともに学びの環境を整え、子どもたちが自らの未来を創造して

大きく成長していくために、学校の運営方法を議論する保護者や地域住民、地域学

校協働活動推進委員、有識者等で構成された協議会です。 

１ 校長が作成する学校運営基本方針を承認すること 

２ 学校運営について、教育委員会又は校長に意見を述べることができること 

３ 教職員の任用に関して、教育委員会規則の定める事項において教育委員会に意見を述べることができること 

設置を希望される方は設置前に必ず、

建設課窓口にて申請をお願いします。 

審査決定後、設置が可能となります。 

■手続きを行う時期 

 設置日の 1 ヶ月から２週間前まで  
■設置する際の提出書類 

 ◇模様替え・増築承認申請書 

◇設置場所に関する写真 

◇エアコンのカタログと図面 

◇工事業者の委任状(本人設置不要) 

◇原状回復時に関する誓約書 

■原状回復について 

住宅を退去される時にエアコンを撤去

し、状況に合わせて原状回復をしてい

ただきます。 

■注意事項  

◇書類の不備がある場合は申請書の受

理ができません。あらかじめご承知

おきください。 

◇設置台数は原則１台のみです。 

◇設置や撤去、原状回復にかかる費用

は自己負担となります。  
■お問い合せ先 

建設課土木建築グループ ☏26-9024（直通） 

次年度の方針（教育課程や組織編成、学校予算、施設管理）を協議会で議論しています。 

学校運営やそれに必要な支援に関する内容、学校が抱える課題解決に向けて話し合います。 

地域学校協働活動の紹介 

多くの町民の皆様に小中学校の活動について、 

ご支援いただきました。ありがとうございます。 

◇スキー授業支援（小・中・高） 

講師：新見和恵氏、藤田裕也氏、池田佑介氏、 

佐々木彰斗氏、加藤絵梨香氏 

田中健一氏、西尾敦氏 

◇中学校授業支援 

３年生総合学習「職業講話」講師：高橋朋一氏 

 全学年国語科「ブックトーク・読み聞かせなど」 

 講師：小柳 美和氏（おはなし会芽ぶっく） 



                              

 日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat 

４ 

《掲載情報》 

 教：教育課 絵：絵本の館 子：子育て支援センター  

 福：健康福祉課福祉介護G 保：健康福祉課保健G 社：社会福祉協議会 

健：健康福祉課 

トレーニング室開放日10:00～17:00（夜間開放 17:00～20:00） 
※行事日程は急遽変更となる場合があります。 

  詳しくは担当団体までお確かめください。 

11 
福福寿寮生活相談 

９:00～ 

絵収蔵絵本原画展 

  4/21まで 

12 
福はつらつくらぶ 

 10:00～ 

福しゃきっと体操くらぶ 

 13:30～ 

教学び舎ひらなみ開講式 

 10:00～ 

13 
健トレーニン

グ室開放 

絵おはなしタイム 

 11:00～ 

14 
●公衆浴場休業日 

絵月イチ絵本セラピー 

 13:30～ 

15 16 
福移動献血車来町 

社西町サロンなごみ 

 ９:30～ 

子ちびっ子あそびタイム 

 10:30～ 

17 
健トレーニング

室夜間開放 

福定例民協 

 13:30～ 

18 
社屯田町サロンとんでん 

 ９:30～ 

19 
福はつらつくらぶ 

 10:00～ 

福しゃきっと体操くらぶ 

 13:30～ 

社緑町サロンそよかぜ 

 10:00～ 

20 
健トレーニン

グ室開放 

21 
●公衆浴場休業日 

22 23 
社元町サロンコスモス 

 ９:30～ 

24 
健トレーニング

室夜間開放 

25 
福ふまねっと打ち合わせ 

 13:30～ 

26 
福はつらつくらぶ 

 10:00～ 

福しゃきっと体操くらぶ 

13:30～ 

保育児相談会 

 10:00～ 

27※詳細は下部に記載 
健トレーニン

グ室開放 

教全町一斉ク

リーン作戦 

絵世界こども

コンテスト入選作品展 

28 
●公衆浴場休業日 

絵親子でフラワ

ーアレンジメント教室 

10:00～ 

29(祝) 
昭和の日 
●公衆浴場休業日 

絵春まつり 

 ①11:00 

 ②14:00 

30 
絵こいのぼりをつくろう 

 5/5まで 

５月１日 
絵ＧＷ特別開館 

 10:00～ 

健トレーニング

室夜間開放 

福ウォーキングサロン 

13:30～ 

２ ３(祝) 
憲法記念日 
●公衆浴場休業日 

絵絵本読み聞か

せDVD上映会 

①10:00～ 

②14:00～ 

４(祝) 
みどりの日 
●公衆浴場休業日 
絵木のパズル

をつくろう 

絵木のオブジ

ェをつくろう 

５ 

５(祝) 
こどもの日 
●公衆浴場休業日 

絵ターくんの身

体測定 

11:30～ 

６ 
振替休日 
絵おはなしタイム 

 11:00～ 

絵バルーンアー

トプレゼント 

10:00～ 

７ 
社仲町サロンひまわり 

 10:00～ 

社屯田町サロンとんでん 

 ９:30～ 

８ 
健トレーニング

室夜間開放 

福ウォーキングサロン

（予備日） 

 

９ 
●広報５月号発行日 
福福寿寮生活相談 

９:00～ 

社ふれあい昼食会 

 10:30～ 

《開催場所》 
緑町サロン：絵本の館 
３町サロン：健康センター 
（屯田町・西町・仲町） 
元町サロン：元町自治会館 
福寿寮相談会：健康センター 
ふれあい昼食会：健康センター 
育児相談会：子育て支援センター 
はつらつくらぶ：健康センター 
しゃきっとくらぶ：健康センター 
学び舎ひらなみ開講式：町民センター大集会室
絵本の館行事：絵本の館 
ちびっ子あそびタイム：絵本の館

４/27 全町一斉クリーン作戦 ７:00～ 

   世界こどもコンテスト入選作品展 5/26まで 

５/４ 木のパズルをつくろう 10:30～ 

    木のオブジェをつくろう 14:00～ 

    ※トレーニング室もお休み 

ホームページや各種 SNS で情報発信しています。ぜひ、ご覧く
ださい。 

まちの情報(毎月の行事・イベント情報) 

民のうごき 町 

３月末現在 住民基本台帳（前月比） 

総人口 2,766 人（38 人の減） 

男 性 1,362 人（18 人の減） 

女 性 1,404 人（20 人の減） 

世帯数 1,404 戸（12 戸の減） 

― 最新情報を発信中‼ ― 

2024.４.1１  2024.５.９ 

剣淵町 HP 

剣淵町 Facebook 

富山県射水市 

観 光 N A V I 

香川県さぬき市ＨＰ 

愛知県幸田町ＨＰ 


